
①
無
料
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
大
幅
拡
充

コ
ロ
ナ
対
策
で
一
番
重
視
す
る
こ

と
は
、
コ
ロ
ナ
に
感
染
し
て
い
て
も

無
自
覚
・
無
症
状
で
人
と
の
接
触
を

通
じ
て
コ
ロ
ナ
が
伝
播
す
る
の
を
防

ぐ
こ
と
で
す
。
そ
し
て
陽
性
の
場
合

は
必
要
な
施
設
に
隔
離
す
る
こ
と
で

す
。
そ
れ
に
は
ま
ず
、
重
点
地
域
、

ク
ラ
ス
タ
ー
周
囲
の
無
条
件
・
無
料

の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
飛
躍
的
に
増
や
す

こ
と
で
す
。

日
本
の
検
査
数
は
各
国
に
比
べ
あ

ま
り
に
も
貧
弱
で
す
（
図
ー
１
参
照
）
。

②
財
政
支
援
で
医
療
崩
壊
を
防
げ

ま
た
、
今
後
の
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大

に
伴
い
、
各
種
医
療
機
関
へ
の
財
政

的
支
援
は
不
可
欠
で
す
。
特
に
第
一

次
感
染
期
で
コ
ロ
ナ
患
者
を
受
け
入

れ
た
大
学
病
院
の
財
政
は
ひ
っ
迫
し

（
図
ー
２
参
照
）
、
悲
鳴
を
あ
げ
て

い
ま
す
。
医
療
機
関
、
医
療
従
事
者

へ
の
第
二
次
補
正
予
算
が
組
ま
れ
ま

し
た
が
大
変
不
十
分
で
す
。
ま
た
、

医
療
従
事
者
と
家
族
へ
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検

査
を
無
条
件
で
行
い
、
差
別
と
偏
見

を
是
正
す
べ
き
で
す
。

③
情
報
収
集
、
発
信
力
の
強
化

国
民
へ
の
情
報
開
示
は
統
一
基
準

に
よ
る
ス
ピ
ー
ド
性
、
正
確
性
が
不

可
欠
で
す
。
す
で
に
「
コ
ロ
ナ
感
染

全
国
情
報
シ
ス
テ
ム
」
が
あ
り
ま
す

が
、
東
京
都
や
大
阪
府
は
採
用
し
て

い
ま
せ
ん
。
東
京
都
は
フ
ァ
ッ
ク
ス

で
の
処
理
、
情
報
は
数
日
前
の
も
の

で
速
報
性
に
欠
け
ま
す
。

④
補
償
シ
ス
テ
ム
の
簡
素
化

コ
ロ
ナ
被
害
者
へ
の
僅
か
な
補
償

が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
申
請
手
続
き

が
煩
雑
で
す
。
書
類
を
厳
格
化
す
る

よ
り
、
圧
倒
的
な
多
く
の
人
に
早
急

に
給
付
す
る
こ
と
が
先
決
で
す
。

⑤
憲
法
遵
守
で
国
会
を
招
集
し
ろ
！

憲
法
53
条
は
「
衆
参
い
ず
れ
か
の

議
員
の
４
分
の
１
以
上
の
要
求
」
で

内
閣
は
臨
時
国
会
召
集
を
決
定
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
定
め
て
い
ま
す
。

野
党
の
開
催
要
求
を
踏
ま
え
、
安

倍
政
権
は
臨
時
国
会
を
招
集
し
、
抜

本
的
対
策
を
講
ず
べ
き
で
す
。
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「急がば回れ」ーPCR検査の飛躍こそ対策の基本
無自覚・無症状感染者の早期発見・治療と接触回避へ

安
倍
政
権
は
、
８
月
臨
時
国
会
召
集
で
抜
本
的
コ
ロ
ナ
対
策
を
講
じ
ろ
！

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
は
第
二
波
に
入
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
政
府
は

重
症
者
数
や
空
き
ベ
ッ
ド
数
な
ど
を
根
拠
に
こ
れ
を
認
め
ず
、
全
国
的
な
旅
行
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
の
最
中
。
今
、
や
る
べ
き
こ
と
は
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
数
の
飛
躍
的
増
加
、
医

療
施
設
、
従
事
者
へ
の
手
厚
い
財
政
支
援
で
す
。
ま
た
、
商
業
施
設
・
店
舗
へ
の

支
援
の
簡
易
手
続
化
、
失
業
者
・
待
機
者
の
雇
用
創
出
政
策
な
ど
多
岐
に
わ
た
り

り
ま
す
。
安
倍
政
権
は
逃
げ
ず
に
、
８
月
臨
時
国
会
を
早
急
に
開
く
べ
き
で
す
。

5月20日全国医学部長病院長会議資料より

図ー２


